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中ッ原遺跡群第 5 遺跡 B 地点および第 1 遺跡 G 地点にお
ける削片系細石刃石器群の産地推定
堤　隆 1*・望月明彦 2
１．はじめに
　中ッ原遺跡群は，長野県南佐久郡南牧村板橋のいわゆ
る野辺山高原に所在する遺跡群で，西川と板橋川とに挟
まれたゆるやかな尾根上に存在する．この遺跡群では，
第 1遺跡から第 8遺跡までが確認され，さらにその中に
21 の地点が散在している（図 1）．このうち旧石器時代
に該当する遺跡としては 5 遺跡 12 地点があり，第 1 遺
跡A・B・C・D・E・F・G地点，第 3遺跡A・B地点，
第 4 遺跡 A 地点，第 5 遺跡 B 地点，第 6 遺跡がそれに
あたる（吉澤 1991）．
　この中で，第 5 遺跡 B 地点は 1990 年に，第 1 遺跡 G
地点は 1992 年（第 1次）と 1995 年（第 2次）にいずれ
も八ケ岳旧石器研究グループによって発掘調査が実施さ
れ，双方とも削片系細石刃石器群が検出されて，その正
式報告がなされている（堤編 1991，1995，1996）．両地
点は，500m ほどの距離をおくが，1995 年には両地点の
遺跡間石器接合がなされ，その同時存在性が証明される
に至った．
　これまで堤と望月は，同じ野辺山高原の矢出川遺跡の
稜柱形細石刃石器群の黒曜石産地推定に取り組んできた
が，今回，2012 年度に中ッ原遺跡群第 1遺跡 G地点（以
下，中ッ原 1G 地点と略）の 500 点の試料を，2013 年度
に中ッ原遺跡群第 5 遺跡 B 地点（以下，中ッ原 5B 地点
と略）で 550 点の試料の石器石材の石器産地推定を実施
したので，その推定結果をここに報告したい．
　なお，本報告は科学研究費助成事業基盤研究（C）「日
本列島における細石刃石器群の成立とそのイノベーショ
ン」（課題番号 23520932　研究代表者：堤隆）の成果の
一部で，産地推定は研究協力者である望月明彦に堤が依
頼し，連名で報告を行うこととした．分析試料の抽出に
は鳥居亮氏の協力を得た．
２．分析試料
　今回，分析の対象とした石器石材試料の性格は以下の
とおりである．分析試料のサンプリングにあたっては，
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図 1　野辺山高原における中ッ原遺跡群と矢出川遺跡群（1:25,000）
5B・1G は中ッ原 5B地点と 1G地点，Ⅰ～Ⅹは矢出川第Ⅰ遺跡から矢出川第Ⅹ遺跡
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両遺跡とも器種等の選定条件などは付与せず，分析可能
な最大限の試料数を抽出した．分析の抽出に至らなかっ
たのは，産地分析が不可能とみられる微細な石器と，個
人コレクションとして他所に保管されている石器であ
る．
2-1　中ッ原 5B 地点
遺跡の性格：削片系細石刃石器群の単純遺跡
分析試料数：550 点（黒曜石 548 点，下呂石 2点）
試料の性格：A・B の 2 ブロックから検出された削片系
細石刃石器群の発掘資料 372 点，同地点での京都
女子大学採集資料 6点，同地点での吉沢靖採集資
料 62 点，発掘か採集かの帰属不明資料（注記判
別不可能などによる）110 点
試料の器種：細石刃，細石刃石核，削片，微小剥離痕を
有する剥片，剥片，石核
2-2　中ッ原 1G 地点
遺跡の性格：削片系細石刃石器群の単純遺跡
分析試料数：500 点（黒曜石 500 点）
試料の性格：1 ブロックから検出された削片系細石刃石
器群の発掘資料 500 点
試料の器種：細石刃，細石刃石核，細石刃石核原形，削
片，細石刃石核打面再生剥片，微小剥離痕を有す
る剥片，剥片，原石
３．産地推定
　中ッ原 5B 地点の 550 点，中ッ原 1G 地点の 500 点，
計 1,050 点の産地推定は，望月が実施している以下の方
法によった（望月 1997）．
3-1　分析法
　エネルギー分散蛍光X線分析法（EDX）
3-2　分析装置
　セイコーインスツルメンツ卓上型蛍光 X 線分析計　
SEA-2110L
3-3　分析条件
管電圧：50kV，管電流：自動設定，測定時間：240sec
雰囲気：真空，照射径：10mm，検出器：Si（Li）半導
体検出器
3-4　測定元素
　Al（アルミニウム），Si（ケイ素），K（カリウム），Ca（カ
ルシウム），Ti（チタン），Mn（マンガン），Fe（鉄），
Rb（ルビジウム），Sr（ストロンチウム），Y（イットリ
ウム），Zr（ジルコニウム）
3-5　産地推定法
　得られた蛍光X線スペクトル強度を元素記号で表す．
指標：Sum=Rb+Sr+Y+Zr	とする．
　　　Rb分率	=	Rb*100/Sum
　　　Sr 分率	=	Sr*100/Sum
　　　Zr 分率	=	Zr*100/Sum
　　　Mn*100/Fe
　　　log（Fe/K）
　黒曜石産地から，産地原石を採集し，測定する．以上
から，産地原石に関するデータベースを作成する．出土
遺物について，次の①②の方法で産地推定を行う．
①判別図法（図 2・3参照）
用いる指標：
　　　図 2・3左　横軸：Rb分率，縦軸：Mn*100/Fe，
　　　図 2・3右　横軸：Sr 分率，縦軸：log（Fe/K）
特長：簡単な計算であり，誰にでも作成可能，視覚的に
確認でき，分かりやすい．
推定方法：遺跡出土試料を蛍光X線分析し，指標を計算．
指標を図にプロットする．重なった原石産地を推
定結果とする．
②判別分析
用いる指標：算出された指標全て
特長：各産地との類似度をマハラノビス距離で算出．
　　　既知の産地のどれに類似しているかを判別する方
法である．→　未知の産地の判別はできない．
推定方法：判別図法では遺跡出土試料と重なっている産
地を推定結果とする．この産地は試料と 2次元的
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に最も距離が近い．判別分析ではこの距離を数学
的に n 次元で計算する．試料と最も距離（マハ
ラノビス距離）が近い産地を推定結果とする．こ
の距離から各産地に属する確率を計算する．
　産地推定結果については表 1に示した．
図 2　中ッ原 5B 地点分析試料産地判別図
図 3　中ッ原 1G 地点分析試料産地判別図
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４．考察
　中ッ原 5B 地点の 550 点，中ッ原 1G 地点の 500 点，
計 1,050 点の石器試料の産地推定結果について報告し
た．発掘および採集資料をあわせると，5B 地点では総
計 776 点の黒曜石が確認されるのでその 70.61% が（下
呂石 2 点を除く %），1G 地点では総計 1,670 点の黒曜石
が確認されるのでその 29.94% の産地推定がなされたこ
とになる．したがって，未分析の黒曜石があることをふ
まえての議論になるが，以下にその黒曜石利用について
の若干の考察を記す．分析試料の代表的なものの実測図
については図 4・5 に，黒曜石産地と器種との関係につ
いては，表 2・3に示した．
　5B地点と 1G地点は，500mの距離をおいているもの，
石器接合関係によっていわば同時性が証明されたが，持
ち込まれた黒曜石等の産地構成には，以下の差異がみら
れた（表 1）．
　まず，5B 地点では 2 点の下呂石（2 点とも細石刃）
が同定されたが，1G 地点では確認されなかった．同様
に 5B 地点では和田エリア（WO および WD）の各判別
群の黒曜石が数点ずつみられたが，1G 地点では確認さ
れなかった．また 5B 地点では諏訪エリアの黒曜石が 63
点（11.48%）みられたが，1G地点では確認されなかった．
NK 群は，5B 地点では，268 点（48.82%）みられたが，
1G地点ではさらに高率で 313 点（67.02%）みられた．
　元素化学組成の一定のまとまりをみせるNK群である
が，いまだに具体的な産出地点については踏査等を通じ
ても判明していない（堤 1996）．この黒曜石については
かねてより問題視してきたが，他の地域でほとんど用い
られることがなく，加えて今回の中ッ原のような高い利
用率を見る限り，野辺山高原からそう遠くない場所（あ
るいは蓼科エリア周辺かそれより近い場所）に産出地点
が存在しており，何らかの理由で今日その存在を確認で
きないことが想定できる．例えば蓼科エリアの東に位置
する北八ケ岳は，仁和三年（887 年）の東・南海地震で
大崩壊を起こしており（堤 2012），そうした土砂の下な
どにNK産地が埋もれている可能性はないだろうか．
　さて，かつて 5B と 1G の両地点については，石器製
表 1　産地推定結果
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作技法と石器形態の著しい類似性から，同一集団によっ
て残されたものと考えたが，両地点での石器接合関係や
石器製作順序，個体別資料のあり方をもとに，5B 地点
の形成が先行し，1G 地点の形成が後行，また 1G 地点
では 5B 地点にない黒曜石個体別資料が含まれることか
ら，5B地点から1G地点への移動はストレートではなく，
いったん黒曜石原産地に黒曜石獲得に赴いた後，ふたた
び中ッ原に戻り，1G 地点が形成された，という行動シ
ナリオを描いた経過がある（堤 1996）．これは，キャン
プサイトと石材産地をめぐる石材補給の回帰的行動を示
しているといえよう．今回の産地推定結果も，この行動
シナリオの改変を必要としないが，あえて付け加えるな
らば，5B 地点から人びとが赴いた黒曜石原産地は，お
よそ 40km 離れた和田エリアや諏訪エリアは含まれず，
20km とより近接した蓼科エリアの原産地と，あわせて
さらに近隣に存在したかもしれないNK産地も含まれて
いる可能性がある．
　一方，堤と望月が実施した，中ッ原遺跡群と約 3km
の距離をおいた矢出川遺跡の細石刃・細石刃石核類 717
点の黒曜石産地分析では（堤・望月 2012），和田エリア
（WD）が 32 点で 4.5%，諏訪エリアが 149 点で 20.8%，
蓼科エリアが 205 点で 28.6%，神津島エリアが 210 点で
29.3%，HK群が 62 点で 8.6%，XO群が 1点で 0.1%，分
析不可など 58 点で 8.1% の内訳であった．
　矢出川と中ッ原 5B 地点・1G 地点を比較すると，矢
出川で 3割近くを占める神津島エリアの黒曜石は，中ッ
原 5B・1G両地点においてまったく認められない．また，
矢出川と中ッ原 5B 地点とも和田エリアの黒曜石の利用
頻度がきわめて少なく，諏訪エリアより蓼科エリアの利
用が上回る傾向にある．NK群は，矢出川遺跡では 8.6%
程度がみられるが，5B 地点では約 49%，1G 地点では
67% と高い割合で利用されている．以上の相違が見い
だせるが，ことに神津島エリアの黒曜石利用の有無は，
矢出川で稜柱形細石刃技術を保持した集団と，中ッ原
5B 地点・1G 地点において削片系細石刃技術を保持した
集団とで，大きな差異がある．両者は編年上では，稜柱
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形が前半期に，削片系が後半期に展開する状況がうかが
える（諏訪間 1991）．相模野台地における黒曜石の産地
別利用状況を時期的に俯瞰しても（諏訪間 2006），ある
いは稜柱形細石刃石器群の展開する前半期にオープンで
あった神津島産地が，削片系細石刃石器群の展開する後
半期にはクローズしていた可能性がある．	また，仮に
後半段階まで神津島産地がオープンであったとしても，
神津島産地の黒曜石資源は中ッ原を含めた削片系細石刃
石器群の集団の遊動領域や資源獲得領域など行動戦略上
のエリアから外れていた可能性が考えられよう．
※　本研究は，科学研究費補助金基盤研究（C）「日本列島
における細石刃石器群の成立とそのイノベーション」（研究
代表者：堤隆，課題番号 23520932）の研究成果の一部である．
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Sourcing microblade assemblages of wedge-shaped microblade cores
from the Nakappara 5B and 1G sites of the Nakappara site group
Takashi	Tsutsumi1*	and	Akihiko	Mochizuki2
Abstract
In this paper we present the results of energy-dispersive X-ray fluorescence analysis (EDXRF) performed on samples 
from two microblade assemblages with wedge-shaped cores recovered from the sites Nakappara 5B and 1G situated on 
the Nobeyama Plateau in the Minamimaki village, Southern Saku County, Nagano Prefecture. 
 The analysis of 550 lithic artifacts from Nakappara 5B identified types of obsidian coming from the source zones of 
Wada, Siwa, Tateshina, NK, and the Geroishi region (Yugamine-Rhyolite obtained from the southern Hida Mountains). 
In contrast, the sourcing analysis of 500 samples from Nakappara 1G suggests that obsidian from the source zones of 
Tateshina and NK was used. Interestingly, both assemblages have high proportions of obsidian from the NK zone, while 
obsidian from the Kozushima zone has not been identified, even though it has certainly been found at the Yadegawa site 
near the Nakappara site group. 
Keywords: Nakappara 5 Location B of Nakappara sites; Nakappara 1 Location G of Nakappara sites; miroblade 
assemblages with wedge-shaped microblade cores; Energy-dispersive X-ray fluorescence analysis
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